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私たちの体を構成する細胞は、リン脂質という
脂質分子種の二重層から成る「生体膜」により、
形成されています。また、生体膜は細胞内部と外
界を隔てる細胞膜だけでなく、細胞内の多種多様
な細胞内小器官 (オルガネラ)も構成しています。
生体膜はコレステロールや膜タンパク質も含んで
おり、リン脂質を含めたこれら生体膜の構成成分
の性状 (生体膜脂質環境)を理解する事は、生体膜
が織りなす多様な細胞機能の解明と、その破綻が
引き起こす疾患の治療法開発に貢献する事ができ
ます。

生体膜リン脂質中の多価不飽和脂肪酸は刺激に
応じて、ホスホリパーゼにより細胞内に動員され
ます。その後、リポキシゲナーゼなどの脂質酸化
酵素により、水酸化を受け、酸化脂肪酸に代謝さ
れます。この酸化脂肪酸は脂質メディエーターと
して機能する一方で、近年、リポキシゲナーゼ依
存的に産生される酸化脂肪酸を含むリン脂質 (酸
化リン脂質)が生体膜脂質環境を局所的に変化させ、
周囲の膜タンパク質の機能を制御していることが
示唆されています。そこで私は、リポキシゲナー
ゼの機能制御と酸化リン脂質の生合成経路を分子
レベルで明らかにすることで、新たな生体膜生物
学を導出することを目指しています。

解析の基盤技術として、古典的な生化学、遺伝
学、細胞生物学的な手法に加え、脂質イメージン
グ、コムギ無細胞タンパク質合成系とアルファス
クリーンによるインタラクトーム解析、質量分析
などの手法を取り入れています。

これらの研究を通して、生体膜脂質環境に対す
る新たな人為的介入法を開発し、膜タンパク質機
能制御だけでなく、生体膜形態変化、オルガネラ
恒常性維持も含めた、生体膜の新しいバイオロ
ジーを創出したいと考えています。
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The cell membranes consist of a phospholipid 
bilayer including cholesterol and membrane 
proteins. The membranes are essential for the 
formation of the plasma membrane as well as 
intracellular organelles. The elucidation of 
characteristics of membrane lipid environments 
contributes to the understanding of a variety of 
cellular functions mediated by cellular 
membranes. We especially focus on oxidized 
phospholipids produced through the 
lipoxygenase-dependent pathway, which could 
drastically change their surrounding lipid 
environments.

We aim to elucidate novel regulatory 
mechanisms of lipoxygenase activation and 
oxidized phospholipid synthesis. We will also 
develop agents to manipulate membrane lipid 
environments as therapeutics in future.
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1. 特願 2023-178650「γ-グルタミントランスペプ
チダーセ (GGT5) を検出する蛍光色素 」
2. 特願 2020-059546「CBF1結合核酸分子及びそ
の用途」
3. 特開 2019-112320「細胞内輸送を介した膜蛋白
質の分解又はリサイクリングの制御剤」
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